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0郵便規則の一部を改正する省令
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部を改正する規則（ 人事院9 - 6 4 ) 10・ 1
0 人事院規則J9 - 17 （俸給の特別調繋額 ）
の一部を改正する規則（ 人事院9 -17-


















(1 ）昭和 6 2年度 富山 大学入学者選抜試験の実施につい
て





(1）昭和 6 2年度 富山大学学生募集要 項 について
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人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 合句ヤ 任命権者
採 用 61. 10 .  24 塩 谷 純 子 技術補佐員（人文学部・理学部） 富 山 大学長
II II 事務補佐員（人文学部・理学部） 昭和61年10月23日限り退職した II 
退 職
61 . 11 1 永 井 正 夫 臨時用務員（教育学部作業員） 昭和61年10月31日限り退職した II 
学 内 諸 報
学術講演会の開催
去る， 10月 3日附属 図書館において， 日本における舷融合研究の推進責任者として重責を担っておられる名古屋










ても， 10年で千倍， 20年で百万倍の進歩が 見られる。




型の一種） 装置が稼働している ・ ・ 〔T FT R（米国），
J T - 60（日本）， JET （欧州、｜）， T -15（ソ連））。 こ
れらの装置は， それ ぞれ特徴的な炉形式をとっている
が， 何れも上記実証を目指している。 このように， 日
本は世界の核融合研究め推進にあたり， 積極的な役割
を果たしている。 また， 相互碑益， 重複 回 避及び早
















富 山 大学 チームは， l回 戦富 山 市町村 チームと対戦
し， 11対0で圧勝。 2 回 戦は 富山工専 チームでしたが，
これもl回 戦に続き15対2 で準決勝へと勝ち進みまし
た。









( 1) 日 時 昭和61年10 月15日（水）
第276号
決勝は昨年の 覇者を敗I）， 勝ちあがってきた公立学
校チームと対戦。 富大 チームは， 対戦相手の ピ ッチャ
ーの速球におされ， なかなかヒ ットが打てず， 7対1
で惜敗し準優勝に 終りました。
(2） 会 場 県立岩瀬ス ポーツ公園
秋のl日， 同じ富山 県に働〈公務員仲間との 親睦が












高木， 秋元， 東， 庄司
準優勝 学生部 B





見 学 先 中新川郡立山 町
－称名滝
・ 国立立山 少年自然の家
うららかな秋晴れの 11月 1日土曜日 午後， 文化部会
は恒例の半日旅行を催した。












今年は， 富山 県が誇る落差350メ ー ト ルの 称名滝の
景観と， その 付近一帯の 紅葉を探勝し， さらに， 国立
立山 少年自然の家を訪れ， 施設の 見学並びに周辺の 紅




： ＠ 遅斤， 遅室の際には， 戸締りの徹底・電気， ガ ； 
- 4 -
： スの消し忘れ， タバコの吸穀の後始末に十分注意 ； 
； し， 盗難の防止・火災の予防に心がけましょうグ ： 
： ＠ 電気， ガス， 水の 省エネ・ 省資源に協力しまし ： 
： ょう．グ ： 
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海 外 渡 航 者
渡航の種類 ｜ 所 属 職 期 間氏 名 ｜ 渡 航 先 国 目 自句
ノfキスタン人文学部 ｜ 教 授 ｜ 小谷 仲男 ｜ イ ン ド
I 61. 10. 4 ガンダーラ仏教遺跡の総合調 ｜ I 査 61. 12 . 2 2  




61. 10. 7 
61 . 12. 11 
教養部 ｜ 助教授 ｜ 竹内 章 ｜ 中
外国出張
国
I 61. 10. 13 
地震予知に関する日中共同観 l ， 
測研究 ｜ ’ 』 61. 11 . 9 















科学セン ｜ 教 授 ｜ 渡辺 国昭 ｜ アメリカ合衆国
ター
I 61. 10.  26 「核融合装置における真空技 ｜ ， 
術」日米ワークショ ップ ｜ 
’ 
I 61. 11 . 3 
連合王国
海外研修旅行 ｜ 教育学部 ｜ 教 授 ｜ 神谷 重徳 ｜ 面下 � �o 
シンガポール
I 61 . 10. 30 
障害児の療育に関する調査研 ｜ ， 
究 ｜ ’










京大学の歴史系（学部） である。 ここでは， 前学期の
終る 1 月末までの 4 か 月余と， 1 年閉め成果報告を








ーネに 設計 させた円明園祉や， 西太后の命による顧和
園は目と鼻の先にあり， 理工系の 名門， 清華大学や中
国科学院とも境を接する。 大学の敷地そのものも， か
つての清朝の庭園の一部で， 校内には古い多層の碍塔






















一回は 会し、， 会えば時のたつのも忘れて話しこむ， い








南郊にあり， 宿舎の窓から， 近くに有名な大雁塔， 遠



























西北大学だけであり， ここで学ん だ 人たちが博物館や
考古研究所などで重要なポストを占めていたからであ
















おは、 しき若者たちのたまり場で， 半ば無法化し， 女性




とって決定的なイメー ジ ダウンである， といった内容












ところで， 今 日 の中国社会を大きく変えようとする力



















長賞をもらい， 副賞が二百元 （ かれらの給料の二か月
分）であったと笑っていた。 他の大学でもおおむねこ

































経済学部教授 武 暢 夫
歴史研究所はロンドン大学を構成する多くのカレ ッ
ジと研究所の一つであり， セネート ・ハウス （ 要する





































































う質問を受けて， 返答に困ることがある。 実際， ロン
ドンのような巨大都市の様相を簡単に説明するのは至
難の業であろう。 少し前にも， ロンドンの実態と評価








































;l誇 本e、、和 HT巾叩，PH” iH 
文部事務官 中三川 敏 之
経済学部
助 教 授 武 脇 誠
助 教 授 芳 貨 健 一
理学 部
助 教 段 氏 家 品、i11 
教養部
助 教 授 江 上 繁 樹
附属図書館
事務補佐員 本 田 善 彦












































24 日 第 9 回学長選考基準検討委員会
部課長会議
第 5 回事務協議会
27 ～29 日 共済組合年次監査
27～31日 厚生補導事務研修会（於：八王子研修所）
28～29 日 昭和61 年度東海・ 北陸・近畿・静地区国立
学校広報・文書研究協議会
（於：共済会館「びわこ」）

























































































































7 日 循環器検診（心電図， 血圧）
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































入学 総 1 年 次 2 年 次 b口、 計
区 分
定員 定員 5十 女 5十 計男 女 男 男 女
人文科学研究科 10 20 ※ 8  。 8 ※ 8  。 ※ 8  
理 学 研 究 科 42 84 24 2 26 19 1 20 43 3 46 
工 学 研 究 科 62 124 え 51 。 51  50 2 52 え101 2 え103
計 1 14  228 � 83 2 85 69 3 72 ；‘ 152 5 i 157 




区 分 入学定員 男 女 言十
文 学 専 攻 科 ／／／ 1 1 
教 育 専 攻 科 5 1 2 3 
経済学専攻科 10 1 1 
計 15  3 2 5 
・ 経営短期大学部
入学 来志 1 年 次 2 年 次 3 年 次 i口>... 計
区 分 定員 定員 女 計 女 計 男 女 計 男 女 五十男 男
経営 経 営 管 理 専 攻 120 32 1 1  43 35 14  49 67 25 92 
学科 経営・法律専攻 80 1 1  7 18 25 8 33 36 15  51 
計 200 43 18 61  60 22 82 103 40 143 
昭和6 1 年度聴講生， 研究生数
（ 昭和61年10月 1 日 現在 ）
研 究 生 聴 講 生
区 分
男 女 言十 男 女 計
人 文 学 部 2 ※ 3  ※ 5  7 8 15  
教 育 学 部 7 3 10 
経 済 学 部 ム 2 ム 2
理 学 部 4 4 
工 学 部 4 4 3 3 
教 養 部









15  17 8 25 
上 記 以 外 3 3 




1 5  17  1 1  28 
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＠ 積雪・凍結時の 自 動車等の運転 は ， 極力取り止
めましょう ．グ
＠ 積雪時 は， 構内 除雪の 障害 と な ら な い よ う駐車
に注意しましょう ．グ
＠ 構 内 での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究に支障
を 来 さ な い よ う安全運転に努め定 め ら れ た 交通方
法， 歩行者の安全及 び騒音防止に努めましょう ．グ
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
ゐ． 山 市 Ji 悩 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5 18 
電 話 （ 24) 1 7 5 5 附
「D旬EA
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ハhu
